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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセッサと管理装置とからなる医療システムであって、
　前記プロセッサは、
　　予め設定された予約検査を識別するための予約検査識別情報が前記管理装置から入力
される入力部と、
　　前記入力部に前記予約検査識別情報が入力されることにより実施される第１の実施検
査を識別するための第１の実施検査識別情報を前記予約検査識別情報と対応付けて生成し
、さらに、前記入力部に前記予約検査識別情報と同一の予約検査識別情報が入力されるこ
とにより実施される第２の実施検査を識別するための第２の実施検査識別情報を前記予約
検査識別情報と対応付けて生成する実施検査識別情報生成部と、
　　前記第１の実施検査識別情報を付帯させた前記第１の実施検査中に取得したデータで
ある第１の実施検査結果と、前記第２の実施検査識別情報を付帯させた前記第２の実施検
査中に取得したデータである第２の実施検査結果とを記録する記録媒体と、
　　前記第１の実施検査識別情報に関連付けられた前記第１の実施検査中に取得するデー
タの個数に関わる情報である第１の個数情報と、前記第２の実施検査識別情報に関連付け
られた前記第２の実施検査中に取得されたデータの個数に関わる情報である第２の個数情
報とを記録するメモリと、
　を備え、
　前記管理装置は、



(2) JP 6354000 B1 2018.7.4

10

20

30

40

50

　　前記プロセッサの前記記録媒体から送信される前記第１の実施検査識別情報を付帯さ
せた前記第１の実施検査結果と、前記第２の実施検査識別情報を付帯させた前記第２の実
施検査結果とを記録する記録装置と、
　　前記記録装置に記録された、同一の予約検査識別情報と対応付けて生成された実施検
査識別情報が付帯されている前記第１の実施検査結果および前記第２の実施検査結果のデ
ータの合計個数を算出する算出部と、
　を備え、
　前記管理装置は、前記プロセッサの前記メモリから送信される、同一の予約検査識別情
報と対応付けて生成された実施検査識別情報に関連付けられている前記第１の個数情報お
よび前記第２の個数情報の合計値と、前記算出部によって算出された前記データの合計個
数とが一致しない場合は、前記プロセッサの前記記録媒体に記録されているデータのうち
、前記管理装置の前記記録装置に記録されていないデータの受信を行う、
　ことを特徴とする医療システム。
【請求項２】
　前記第１の実施検査結果は、静止画像データ及び動画像データの少なくともいずれか一
方のデータであり、
　前記第１の個数情報は、静止画像の枚数及び動画像のファイル数の少なくともいずれか
一方の個数に関わる情報である、
　ことを特徴とする請求項１に記載の医療システム。
【請求項３】
　前記予約検査識別情報は、患者情報、検査日時情報、及び検査部位情報を包含する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の医療システム。
【請求項４】
　前記管理装置は、前記記録装置に記録された、同一の予約検査識別情報と対応付けて生
成された実施検査識別情報が付帯されている前記第１の実施検査結果および前記第２の実
施検査結果を、前記実施検査識別情報に基づいて管理する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の医療システム。
【請求項５】
　前記プロセッサと前記管理装置とは所定のネットワークで接続され、
　前記プロセッサは、前記所定のネットワークによる前記管理装置との通信が切断された
場合に、前記所定のネットワークが再接続された後に、前記所定のネットワークが切断さ
れる直前に実施されていた前記第１の実施検査に関わる、前記メモリに記録された前記第
１の個数情報を送信し、
　前記管理装置は、前記所定のネットワークが切断される直前までに前記管理装置の前記
記録装置に記録されたデータの個数と、前記所定のネットワークが再接続された後に前記
メモリから送信された前記第１の個数情報とが一致しない場合は、前記プロセッサの前記
記録媒体に記録されているデータのうち、前記所定のネットワークが切断される直前まで
に前記管理装置の前記記録装置に記録されていなかったデータの受信を行う、
　ことを特徴とする請求項１に記載の医療システム。
【請求項６】
　前記プロセッサは、前記管理装置の前記記録装置に記録されていないデータの転送が完
了した後に前記プロセッサの前記メモリに記録されているデータの消去を行う、
　ことを特徴とする請求項１に記載の医療システム。
【請求項７】
　予め設定された予約検査を識別するための予約検査識別情報が外部管理装置から入力さ
れる入力部と、
　前記入力部に前記予約検査識別情報が入力されることにより実施される第１の実施検査
を識別するための第１の実施検査識別情報を前記予約検査識別情報と対応付けて生成し、
さらに、前記入力部に前記予約検査識別情報と同一の予約検査識別情報が入力されること
により実施される第２の実施検査を識別するための第２の実施検査識別情報を前記予約検
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査識別情報と対応付けて生成する実施検査識別情報生成部と、
　前記第１の実施検査識別情報を付帯させた前記第１の実施検査中に取得したデータであ
る第１の実施検査結果と、前記第２の実施検査識別情報を付帯させた前記第２の実施検査
中に取得したデータである第２の実施検査結果とを記録する記録媒体と、
　前記第１の実施検査識別情報に関連付けられた前記第１の実施検査中に取得するデータ
の個数に関わる情報である第１の個数情報と、前記第２の実施検査識別情報に関連付けら
れた前記第２の実施検査中に取得されたデータの個数に関わる情報である第２の個数情報
とを記録するメモリと、
　を備え、
　前記記録媒体から送信され、前記外部管理装置内の記録装置に記録された、同一の予約
検査識別情報と対応付けて生成された実施検査識別情報が付帯されている前記第１の実施
検査結果および前記第２の実施検査結果のデータの合計個数と、前記メモリから前記外部
管理装置に送信された、同一の予約検査識別情報と対応付けて生成された実施検査識別情
報に関連付けられている前記第１の個数情報および前記第２の個数情報の合計値とが一致
しない場合は、前記記録媒体に記録されているデータのうち、前記外部管理装置の前記記
録装置に記録されていないデータの送信を行う、
　ことを特徴とするプロセッサ。
【請求項８】
　外部プロセッサから送信された、前記外部プロセッサに予約検査識別情報が入力される
ことにより実施される第１の実施検査を識別するために前記予約検査識別情報と対応付け
て生成された第１の実施検査識別情報を付帯させた、前記第１の実施検査中に取得したデ
ータである第１の実施検査結果と、前記外部プロセッサに前記予約検査識別情報と同一の
予約検査識別情報が入力されることにより実施される第２の実施検査を識別するために前
記予約検査識別情報と対応付けて生成された第２の実施検査識別情報を付帯させた、前記
第２の実施検査中に取得されたデータである第２の実施検査結果とを記録する記録装置と
、
　前記記録装置に記録された、同一の予約検査識別情報と対応付けて生成された実施検査
識別情報が付帯されている前記第１の実施検査結果および前記第２の実施検査結果のデー
タの合計個数を算出する算出部と、
　を備え、
　前記外部プロセッサから、前記第１の実施検査識別情報に関連付けられた前記第１の実
施検査中に取得するデータの個数に関わる情報である第１の個数情報と、前記第２の実施
検査識別情報に関連付けられた前記第２の実施検査中に取得されたデータの個数に関わる
情報である第２の個数情報とを受信し、同一の予約検査識別情報と対応付けて生成された
実施検査識別情報に関連付けられている前記第１の個数情報および前記第２の個数情報の
合計値と、前記算出部によって算出された前記データの合計個数とが一致しない場合は、
前記外部プロセッサから前記記録装置に記録されていないデータの受信を行う、
　ことを特徴とする管理装置。
【請求項９】
　前記プロセッサは、内視鏡用プロセッサであり、
　前記管理装置は、前記内視鏡用プロセッサと通信可能に構成され、当該内視鏡用プロセ
ッサから受信する情報を管理する内視鏡部門管理装置である、
　ことを特徴とする請求項１に記載の医療システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、検査データを取得するプロセッサ、検査に関する情報を管理する管理装置、
及びそのプロセッサと管理装置を有する医療システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、医療分野で利用されている医療システムの一例として、内視鏡検査中にビデオシ
ステムセンターで撮影された内視鏡画像を内視鏡部門システムで管理するようにした医療
システムが知られている。ここで、ビデオシステムセンターは、スコープ（内視鏡）等が
接続された内視鏡用プロセッサである。内視鏡用プロセッサは、内視鏡用ビデオプロセッ
サ又は内視鏡用映像信号処理装置等とも称す。
【０００３】
　この医療システムでは、予め内視鏡部門システムで設定された予約検査に応じた検査が
実施されると、その検査中にビデオシステムセンターで撮影された内視鏡画像が内視鏡部
門システムへ転送される。そして、その転送が終了すると、ビデオシステムセンターでは
、その検査に関わる情報（検査中に撮影された内視鏡画像の個数の情報を含む）がクリア
（消去）される。これは、ビデオシステムセンターでは、検査に関わる情報が記憶される
記憶媒体の記憶容量に制限があるためである。
【０００４】
　また、医療分野で利用されている医療システムの他の一例として、複数の画像格納装置
を備えた医用画像管理システムも知られている（特許文献１参照）。このシステムでは、
制御部が、通信部によりＨＩＳ／ＲＩＳからの検査オーダ情報を受信した際に、記憶部の
画像格納状況ＤＢに基づいて当該受信された検査オーダ情報の検査対象の患者に係る過去
検査の医用画像が複数のＮＡＳの何れかに格納されているか否かを判断し、格納されてい
ると判断した場合に、当該受信された検査オーダ情報に基づいてモダリティで生成される
医用画像の格納先を検査対象の患者に係る過去検査の医用画像が格納されているＮＡＳに
予め決定する。これにより、効率的に医用画像の格納先を決定するとともに、診断時に同
一患者の過去検査を含めた医用画像に効率的にアクセスできるようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１５２６２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述のビデオシステムセンター及び内視鏡部門システムを含む医療システムでは、次の
ような場合に、予約検査に応じた検査として実施された検査において撮影された内視鏡画
像の合計数を認識できない虞があった。
【０００７】
　例えば、予約検査に応じた検査が一旦終了した後に、その予約検査に応じた検査として
追加検査（内視鏡画像の追加撮影等）が実施された場合には、予約検査に応じた検査とし
て実施された先の検査と後の追加検査において撮影された内視鏡画像の合計数を認識でき
ない虞があった。これは、ビデオシステムセンターでは、予約検査に応じた検査が一旦終
了し、その検査で撮影された内視鏡画像の転送が終了すると、その検査に関わる情報、す
なわち、先の検査に関わる情報（先の検査で撮影された内視鏡画像の個数の情報を含む）
がクリアされてしまうからである。
【０００８】
　また、例えば、予約検査に応じた検査の実施中に、ビデオシステムセンターと内視鏡部
門システムとの間のネットワークが一時的に切断されたり、ビデオシステムセンターにて
スコープの交換が行われたりして検査が中断し、その後、検査が再開された場合には、予
約検査に応じた検査として実施された中断前の検査と再開後の検査において撮影された内
視鏡画像の合計数を認識できない虞があった。これは、ビデオシステムセンターでは、内
視鏡部門システムとの間のネットワークが切断されたり、スコープの交換が行われたりす
ると、それまでの検査が終了扱いとされ、その検査に関わる情報、すなわち、中断前の検
査に関わる情報（中断前の検査で撮影された内視鏡画像の個数の情報を含む）がクリアさ
れてしまうからである。
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【０００９】
　本発明は、上記実状に鑑み、予約検査に応じた検査として実施された検査において撮影
された内視鏡画像の合計数を認識することができるプロセッサ、管理装置、及び医療シス
テムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第１の態様は、プロセッサと管理装置とからなる医療システムであって、前記
プロセッサは、予め設定された予約検査を識別するための予約検査識別情報が前記管理装
置から入力される入力部と、前記入力部に前記予約検査識別情報が入力されることにより
実施される第１の実施検査を識別するための第１の実施検査識別情報を前記予約検査識別
情報と対応付けて生成し、さらに、前記入力部に前記予約検査識別情報と同一の予約検査
識別情報が入力されることにより実施される第２の実施検査を識別するための第２の実施
検査識別情報を前記予約検査識別情報と対応付けて生成する実施検査識別情報生成部と、
前記第１の実施検査識別情報を付帯させた前記第１の実施検査中に取得したデータである
第１の実施検査結果と、前記第２の実施検査識別情報を付帯させた前記第２の実施検査中
に取得したデータである第２の実施検査結果とを記録する記録媒体と、前記第１の実施検
査識別情報に関連付けられた前記第１の実施検査中に取得するデータの個数に関わる情報
である第１の個数情報と、前記第２の実施検査識別情報に関連付けられた前記第２の実施
検査中に取得されたデータの個数に関わる情報である第２の個数情報とを記録するメモリ
と、を備え、前記管理装置は、前記プロセッサの前記記録媒体から送信される前記第１の
実施検査識別情報を付帯させた前記第１の実施検査結果と、前記第２の実施検査識別情報
を付帯させた前記第２の実施検査結果とを記録する記録装置と、前記記録装置に記録され
た、同一の予約検査識別情報と対応付けて生成された実施検査識別情報が付帯されている
前記第１の実施検査結果および前記第２の実施検査結果のデータの合計個数を算出する算
出部と、を備え、前記管理装置は、前記プロセッサの前記メモリから送信される、同一の
予約検査識別情報と対応付けて生成された実施検査識別情報に関連付けられている前記第
１の個数情報および前記第２の個数情報の合計値と、前記算出部によって算出された前記
データの合計個数とが一致しない場合は、前記プロセッサの前記記録媒体に記録されてい
るデータのうち、前記管理装置の前記記録装置に記録されていないデータの受信を行う、
医療システムを提供する。
【００１１】
　本発明の第２の態様は、第１の態様において、前記第１の実施検査結果は、静止画像デ
ータ及び動画像データの少なくともいずれか一方のデータであり、前記第１の個数情報は
、静止画像の枚数及び動画像のファイル数の少なくともいずれか一方の個数に関わる情報
である、医療システムを提供する。
【００１３】
　本発明の第３の態様は、第１の態様において、前記予約検査識別情報は、患者情報、検
査日時情報、及び検査部位情報を包含する、医療システムを提供する。
【００１４】
　本発明の第４の態様は、第１の態様において、前記管理装置は、前記記録装置に記録さ
れた、同一の予約検査識別情報と対応付けて生成された実施検査識別情報が付帯されてい
る前記第１の実施検査結果および前記第２の実施検査結果を、前記実施検査識別情報に基
づいて管理する、医療システムを提供する。
【００１５】
　本発明の第５の態様は、第１の態様において、前記プロセッサと前記管理装置とは所定
のネットワークで接続され、前記プロセッサは、前記所定のネットワークによる前記管理
装置との通信が切断された場合に、前記所定のネットワークが再接続された後に、前記所
定のネットワークが切断される直前に実施されていた前記第１の実施検査に関わる、前記
メモリに記録された前記第１の個数情報を送信し、前記管理装置は、前記所定のネットワ
ークが切断される直前までに前記管理装置の前記記録装置に記録されたデータの個数と、
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前記所定のネットワークが再接続された後に前記メモリから送信された前記第１の個数情
報とが一致しない場合は、前記プロセッサの前記記録媒体に記録されているデータのうち
、前記所定のネットワークが切断される直前までに前記管理装置の前記記録装置に記録さ
れていなかったデータの受信を行う、医療システムを提供する。
【００１６】
　本発明の第６の態様は、第１の態様において、前記プロセッサは、前記管理装置の前記
記録装置に記録されていないデータの転送が完了した後に前記プロセッサの前記メモリに
記録されているデータの消去を行う、医療システムを提供する。
【００１７】
　本発明の第７の態様は、予め設定された予約検査を識別するための予約検査識別情報が
外部管理装置から入力される入力部と、前記入力部に前記予約検査識別情報が入力される
ことにより実施される第１の実施検査を識別するための第１の実施検査識別情報を前記予
約検査識別情報と対応付けて生成し、さらに、前記入力部に前記予約検査識別情報と同一
の予約検査識別情報が入力されることにより実施される第２の実施検査を識別するための
第２の実施検査識別情報を前記予約検査識別情報と対応付けて生成する実施検査識別情報
生成部と、前記第１の実施検査識別情報を付帯させた前記第１の実施検査中に取得したデ
ータである第１の実施検査結果と、前記第２の実施検査識別情報を付帯させた前記第２の
実施検査中に取得したデータである第２の実施検査結果とを記録する記録媒体と、前記第
１の実施検査識別情報に関連付けられた前記第１の実施検査中に取得するデータの個数に
関わる情報である第１の個数情報と、前記第２の実施検査識別情報に関連付けられた前記
第２の実施検査中に取得されたデータの個数に関わる情報である第２の個数情報とを記録
するメモリと、を備え、前記記録媒体から送信され、前記外部管理装置内の記録装置に記
録された、同一の予約検査識別情報と対応付けて生成された実施検査識別情報が付帯され
ている前記第１の実施検査結果および前記第２の実施検査結果のデータの合計個数と、前
記メモリから前記外部管理装置に送信された、同一の予約検査識別情報と対応付けて生成
された実施検査識別情報に関連付けられている前記第１の個数情報および前記第２の個数
情報の合計値とが一致しない場合は、前記記録媒体に記録されているデータのうち、前記
外部管理装置の前記記録装置に記録されていないデータの送信を行う、プロセッサを提供
する。
【００１９】
　本発明の第８の態様は、外部プロセッサから送信された、前記外部プロセッサに予約検
査識別情報が入力されることにより実施される第１の実施検査を識別するために前記予約
検査識別情報と対応付けて生成された第１の実施検査識別情報を付帯させた、前記第１の
実施検査中に取得したデータである第１の実施検査結果と、前記外部プロセッサに前記予
約検査識別情報と同一の予約検査識別情報が入力されることにより実施される第２の実施
検査を識別するために前記予約検査識別情報と対応付けて生成された第２の実施検査識別
情報を付帯させた、前記第２の実施検査中に取得されたデータである第２の実施検査結果
とを記録する記録装置と、前記記録装置に記録された、同一の予約検査識別情報と対応付
けて生成された実施検査識別情報が付帯されている前記第１の実施検査結果および前記第
２の実施検査結果のデータの合計個数を算出する算出部と、を備え、前記外部プロセッサ
から、前記第１の実施検査識別情報に関連付けられた前記第１の実施検査中に取得するデ
ータの個数に関わる情報である第１の個数情報と、前記第２の実施検査識別情報に関連付
けられた前記第２の実施検査中に取得されたデータの個数に関わる情報である第２の個数
情報とを受信し、同一の予約検査識別情報と対応付けて生成された実施検査識別情報に関
連付けられている前記第１の個数情報および前記第２の個数情報の合計値と、前記算出部
によって算出された前記データの合計個数とが一致しない場合は、前記外部プロセッサか
ら前記記録装置に記録されていないデータの受信を行う、管理装置を提供する。
　本発明の第９の態様は、第１の態様において、前記プロセッサは、内視鏡用プロセッサ
であり、前記管理装置は、前記内視鏡用プロセッサと通信可能に構成され、当該内視鏡用
プロセッサから受信する情報を管理する内視鏡部門管理装置である、医療システムを提供
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する。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、予約検査に応じた検査として実施された検査において撮影された内視
鏡画像の合計数を認識することができる、という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】一実施の形態に係る医療システムの構成例を示す図である。
【図２】ビデオシステムセンターの構成例を示す図である。
【図３】内視鏡部門システムの構成例を示す図である。
【図４】医療システムで実行される内視鏡検査処理のうち、ビデオシステムセンターで実
行される処理の一例を示すフローチャート（その１）である。
【図５】医療システムで実行される内視鏡検査処理のうち、ビデオシステムセンターで実
行される処理の一例を示すフローチャート（その２）である。
【図６】医療システムで実行される内視鏡検査処理のうち、ビデオシステムセンターで実
行される処理の一例を示すフローチャート（その３）である。
【図７】医療システムで実行される内視鏡検査処理のうち、内視鏡部門システムで実行さ
れる処理の一例を示すフローチャート（その１）である。
【図８】医療システムで実行される内視鏡検査処理のうち、内視鏡部門システムで実行さ
れる処理の一例を示すフローチャート（その２）である。
【図９】医療システムで実行される内視鏡検査処理として更に実行される処理の一例を示
すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施の形態について説明する。
　図１は、本発明の一実施の形態に係る医療システムの構成例を示す図である。
【００２３】
　図１において、医療システム１は、病院内に設けられたシステムであって、院内ネット
ワーク１０と、院内ネットワーク１０に接続されたビデオシステムセンター２０及び内視
鏡部門システム３０を含み、ビデオシステムセンター２０と内視鏡部門システム３０が院
内ネットワーク１０を介して通信可能に構成されている。
【００２４】
　院内ネットワーク１０は、例えばＬＡＮ（Local Area Network）である。ビデオシステ
ムセンター２０は、内視鏡検査室に設けられ、内視鏡検査データ（内視鏡画像等）の取得
等を行う。内視鏡部門システム３０は、内視鏡検査に関わる情報（ビデオシステムセンタ
ー２０から送信される情報を含む）の管理等を行う。
【００２５】
　図２は、ビデオシステムセンター２０の構成例を示す図である。
　図２に示したように、ビデオシステムセンター２０は、院内ネットワーク１０に接続さ
れた内視鏡用プロセッサ２１と、内視鏡用プロセッサ２１に接続されたスコープ２２及び
観察モニタ２３を含む。
【００２６】
　スコープ２２は、当該スコープ２２の一部が被検体（患者）の体腔内に挿入されて、当
該スコープ２２の先端部に設けられた撮像部により検査部位を撮像し、得られた画像信号
を内視鏡用プロセッサ２１へ出力する。なお、スコープ２２は、ユーザ（医師等）によっ
て操作される操作部を備える。
【００２７】
　内視鏡用プロセッサ２１は、内視鏡画像生成回路２０１、内視鏡画像処理回路２０２、
メモリ２０３、記録媒体２０４、映像出力回路２０５、ＣＰＵ（Central Processing Uni
t）２０６、メモリ２０７、プログラム記録用メモリ２０８、及びネットワークＩ／Ｆ（i



(8) JP 6354000 B1 2018.7.4

10

20

30

40

50

nterface）２０９を含む。
【００２８】
　内視鏡画像生成回路２０１は、スコープ２２から入力された画像信号に対して所定の信
号処理を施して内視鏡画像を生成する。
【００２９】
　内視鏡画像処理回路２０２は、内視鏡画像生成回路２０１により生成された内視鏡画像
に対して所定の画像処理を施し、処理後の内視鏡画像を映像出力回路２０５へ出力する。
また、内視鏡画像処理回路２０２は、ＣＰＵ２０６の制御の下に、処理後の内視鏡画像を
記録媒体２０４に記録する。
【００３０】
　映像出力回路２０５は、内視鏡画像処理回路２０２により処理された内視鏡画像に対し
て文字等の情報を重畳した画像を生成して観察モニタ２３へ出力する。
【００３１】
　メモリ２０３は、内視鏡画像処理回路２０２のワークエリアとして使用され、内視鏡画
像処理回路２０２による処理中の内視鏡画像が一時的に格納される。
【００３２】
　記録媒体２０４は、内視鏡画像処理回路２０２により処理された内視鏡画像が記録され
る。なお、記録媒体２０４に記録される内視鏡画像は、静止画像や動画像であり、画像フ
ァイル（静止画像ファイルや動画像ファイル）として記録媒体２０４に記録される。
【００３３】
　ＣＰＵ２０６は、プログラム記録用メモリ２０８からメモリ２０７に展開されたプログ
ラムを読み出し実行することによって、例えば図４乃至図６を用いて後述する内視鏡検査
処理等を実行し、内視鏡用プロセッサ２１の動作を制御する。また、ＣＰＵ２０６は、ス
コープ２２が備える操作部の操作状態の検出等も行う。
【００３４】
　メモリ２０７は、プログラム記録用メモリ２０８に記録されているプログラムが展開さ
れるメモリとして使用されると共にＣＰＵ２０６のワークエリアとしても使用され、プロ
グラムやデータが一時的に格納される。
【００３５】
　プログラム記録用メモリ２０８は、ＣＰＵ２０６により実行されるプログラムや、その
実行中に使用されるデータが格納される。
【００３６】
　ネットワークＩ／Ｆ２０９は、院内ネットワーク１０に接続され、院内ネットワーク１
０を介して内視鏡部門システム３０等の外部装置と通信を行う。
【００３７】
　観察モニタ２３は、内視鏡用プロセッサ２１の映像出力回路２０５から入力される画像
をライブ映像として表示する。
【００３８】
　図３は、内視鏡部門システム３０の構成例を示す図である。
　図３に示したように、内視鏡部門システム３０は、院内ネットワーク１０に接続された
内視鏡部門サーバ３１及び内視鏡部門クライアント３２を含む。
【００３９】
　内視鏡部門サーバ３１は、ＣＰＵ３０１、大容量記録装置３０２、ネットワークＩ／Ｆ
３０３、出力Ｉ／Ｆ３０４、記録装置３０５、入力Ｉ／Ｆ３０６、及びこれらを接続する
バス３０７を含む。
【００４０】
　ＣＰＵ３０１は、記録装置３０５に記録されているプログラムを読み出し実行すること
によって、例えば図７及び図８を用いて後述する内視鏡検査処理等を実行し、内視鏡部門
サーバ３１の動作を制御する。
【００４１】
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　記録装置３０５は、例えばＲＡＭ（Random Access Memory）、ＲＯＭ（Read Only Memo
ry）等のメモリであって、ＣＰＵ３０１により実行されるプログラムや、その実行中に使
用されるデータが格納される。
【００４２】
　大容量記録装置３０２は、例えばハードディスク等であって、内視鏡部門システム３０
で管理される内視鏡検査に関わる情報（内視鏡画像等）が記録される。
【００４３】
　ネットワークＩ／Ｆ３０３は、院内ネットワーク１０に接続され、院内ネットワーク１
０を介して内視鏡部門クライアント３２やビデオシステムセンター２０等の外部装置と通
信を行う。
【００４４】
　出力Ｉ／Ｆ３０４は、ディスプレイ、プリンタ、スピーカ等の出力装置と接続するため
のインターフェースである。
【００４５】
　入力Ｉ／Ｆ３０６は、キーボード、マウス、タッチパネル、マイク、スキャナ等の入力
装置と接続するためのインターフェースである。
【００４６】
　バス３０７は、当該バス３０７に接続されている装置間で送受されるデータの伝送路で
ある。
【００４７】
　内視鏡部門クライアント３２は、例えばＰＣ（Personal Computer）であって、ビデオ
システムセンター２０と同様に内視鏡検査室に設けられる。内視鏡部門クライアント３２
は、図示を省略するが、ＣＰＵ、院内ネットワーク１０に接続されたネットワークＩ／Ｆ
、ディスプレイ等が接続された出力Ｉ／Ｆ、記録装置、キーボード等が接続された入力Ｉ
／Ｆ、及びこれらを接続するバス等を備えており、院内ネットワーク１０を介して内視鏡
部門サーバ３１等の外部装置と通信を行う。
【００４８】
　このような構成の医療システム１において、内視鏡用プロセッサ２１は、プロセッサ又
は外部プロセッサの一例である。内視鏡部門サーバ３１は、管理装置、外部管理装置、又
は内視鏡部門管理装置の一例である。
【００４９】
　また、内視鏡用プロセッサ２１において、ネットワークＩ／Ｆ２０９の一部の機能は、
予め設定された予約検査を識別するための予約検査識別情報が外部管理装置から入力され
る入力部の一例である。ＣＰＵ２０６の一部の機能は、予約検査に応じた検査として実施
される第１の実施検査を識別するための第１の実施検査識別情報の生成、及び、その予約
検査に応じた検査として第１の実施検査の後に行われる第２の実施検査を識別するための
第２の実施検査識別情報の生成、を行う実施検査識別情報生成部の一例である。ＣＰＵ２
０６の他の一部の機能は、予約検査識別情報と第１の実施検査識別情報の対応付け、及び
、予約検査識別情報と第２の実施検査識別情報の対応付け、を行う対応付け部の一例であ
る。ネットワークＩ／Ｆ２０９の他の一部の機能は、対応付けられた予約検査識別情報と
第１の実施検査識別情報の出力、及び、対応付けられた予約検査識別情報と第２の実施検
査識別情報の出力、を行う出力部の一例である。
【００５０】
　また、内視鏡部門サーバ３１において、ネットワークＩ／Ｆ３０３の一部の機能は、予
め設定された予約検査を識別するための予約検査識別情報を出力する出力部の一例である
。ネットワークＩ／Ｆ３０３の他の一部の機能は、対応付けられた予約検査識別情報と第
１の実施検査識別情報、及び、対応付けられた予約検査識別情報と第２の実施検査識別情
報が、外部プロセッサから入力される入力部の一例である。ＣＰＵ３０１の一部の機能は
、予約検査識別情報に対応付けられるデータの合計個数を算出する算出部の一例である。
【００５１】
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　次に、本実施形態に係る医療システム１で実行される内視鏡検査処理について説明する
。
【００５２】
　図４乃至図８は、その内視鏡検査処理の一例を示すフローチャートである。より詳しく
は、図４乃至図６は、その内視鏡検査処理のうち、ビデオシステムセンター２０で実行さ
れる処理の一例を示すフローチャートであり、図７及び図８は、その内視鏡検査処理のう
ち、内視鏡部門システム３０で実行される処理の一例を示すフローチャートである。ここ
では、医療システム１で実行される内視鏡検査処理として、最初に図４乃至図６を用いて
ビデオシステムセンター２０で実行される処理を説明し、次に図７及び図８を用いて内視
鏡部門システム３０で実行される処理を説明する。また、ここでは、ビデオシステムセン
ター２０で取得（撮影）される内視鏡画像が静止画像であるとして説明するが、それが動
画像であってもよいことは勿論である。
【００５３】
　ビデオシステムセンター２０で実行される処理では、図４に示したように、まず、内視
鏡用プロセッサ２１のＣＰＵ２０６が、後述する図７のＳ２０１で内視鏡部門サーバ３１
から送信された予約検査情報を、院内ネットワーク１０及びネットワークＩ／Ｆ２０９を
介して取得する（Ｓ１０１）。なお、予約検査情報は、予め内視鏡部門システム３０で設
定された予約検査に関わる情報であって、当該予約検査を識別するための予約検査識別番
号（予約検査識別情報の一例）を含む。予約検査識別番号は、患者ＩＤ、検査日時、及び
検査部位の各々を表す番号（患者情報、検査日時情報、及び検査部位情報の一例）を包含
する。本実施形態では、説明の便宜ため、Ｓ１０１で受信された予約検査情報に含まれる
予約検査識別番号を「Ａ」とする。
【００５４】
　次に、ＣＰＵ２０６は、予約検査識別番号「Ａ」の予約検査に応じた検査が開始したか
否かを判定する（Ｓ１０２）。なお、検査が開始したか否かの判定は、例えば、スコープ
２２が備える操作部に含まれる所定のボタンが操作されたか否かをＣＰＵ２０６が検出す
ることによって行われる。
【００５５】
　Ｓ１０２の判定結果がＮｏの場合は、Ｓ１０２の判定を繰り返す。
　一方、Ｓ１０２の判定結果がＹｅｓの場合、ＣＰＵ２０６は、Ｓ１０２で開始した検査
を識別するための検査識別番号（実施検査識別番号）を発行（生成）し、その実施検査識
別番号と予約検査識別番号「Ａ」とを関連（対応）付ける（Ｓ１０３）。本実施形態では
、説明の便宜ため、Ｓ１０３で発行された実施検査識別番号を「α」とする。これにより
、Ｓ１０２で開始した検査は、予約検査識別番号が「Ａ」で且つ実施検査識別番号が「α
」の検査であると言うこともできる。なお、実施施検査識別番号は、実施検査識別情報の
一例であり、Ｓ１０２で開始した検査は、第１の実施検査の一例であり、実施検査識別番
号「α」は、第１の実施検査識別情報の一例である。
【００５６】
　次に、ＣＰＵ２０６は、Ｓ１０３で関連付けされた予約検査識別番号「Ａ」と実施検査
識別番号「α」とを含む検査開始情報を、ネットワークＩ／Ｆ２０９及び院内ネットワー
ク１０を介して内視鏡部門サーバ３１へ送信する（Ｓ１０４）。
【００５７】
　次に、ＣＰＵ２０６は、内視鏡画像の撮影及び転送を行う（Ｓ１０５）。より詳しくは
、ＣＰＵ２０６は、スコープ２２が備える操作部に含まれるレリーズボタンの操作を検出
すると、スコープ２２により撮像され内視鏡画像生成回路２０１により生成されて内視鏡
画像処理回路２０２により処理された内視鏡画像を記録媒体２０４に記録する。また、Ｃ
ＰＵ２０６は、その内視鏡画像をネットワークＩ／Ｆ２０９及び院内ネットワーク１０を
介して内視鏡部門サーバ３１へ転送する。なお、ここで転送される内視鏡画像には、予約
検査識別番号「Ａ」と実施検査識別番号「α」が付帯され、後に、何れの検査で撮影され
た内視鏡画像であるかを判別できるようになっている。
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【００５８】
　次に、ＣＰＵ２０６は、内視鏡用プロセッサ２１と内視鏡部門サーバ３１との間の院内
ネットワーク１０（ＮＷ）が切断されているか否かを判定する（Ｓ１０６）。この判定は
、例えば、ＣＰＵ２０６が、ネットワークＩ／Ｆ２０９及び院内ネットワーク１０を介し
て内視鏡部門サーバ３１と通信できるか否かを判定することによって行われる。
【００５９】
　Ｓ１０６の判定結果がＮｏの場合、ＣＰＵ２０６は、Ｓ１０２で開始した検査（実施検
査識別番号「α」の検査）が終了したか否かを判定する（Ｓ１０７）。なお、検査が終了
したか否かの判定は、例えば、スコープ２２が備える操作部に含まれる所定のボタンが操
作されたか否かをＣＰＵ２０６が検出することによって行われる。
【００６０】
　Ｓ１０７の判定結果がＮｏの場合は、処理がＳ１０５へ戻る。
　一方、Ｓ１０７の判定結果がＹｅｓの場合、ＣＰＵ２０６は、Ｓ１０２で検査が開始し
てからＳ１０７で検査が終了するまでの間（実施検査識別番号「α」の検査中）に、Ｓ１
０５で撮影された内視鏡画像の個数の情報を、Ｓ１０３で関連付けされた予約検査識別番
号「Ａ」と実施検査識別番号「α」に更に関連付けて、メモリ２０７に記録する（Ｓ１０
８）。なお、内視鏡画像の個数は、内視鏡画像の画像ファイルの個数でもある。
【００６１】
　次に、ＣＰＵ２０６は、Ｓ１０８で関連付けされて記録された、予約検査識別番号「Ａ
」、実施検査識別番号「α」、及び実施検査識別番号「α」の検査中に撮影された内視鏡
画像の個数の情報を含む検査終了情報を、ネットワークＩ／Ｆ２０９及び院内ネットワー
ク１０を介して内視鏡部門サーバ３１へ送信する（Ｓ１０９）。
【００６２】
　次に、ＣＰＵ２０６は、実施検査識別番号「α」の検査中に撮影された内視鏡画像の、
内視鏡部門サーバ３１への転送が完了しているか否かを判定する（Ｓ１１０）。
【００６３】
　Ｓ１１０の判定結果がＹｅｓの場合、ＣＰＵ２０６は、メモリ２０７に記録されている
、実施検査識別番号「α」の検査に関わる情報をクリアする（Ｓ１１１）。なお、実施検
査識別番号「α」の検査に関わる情報には、Ｓ１０８で関連付けされて記録された、予約
検査識別番号「Ａ」、実施検査識別番号「α」、及び実施検査識別番号「α」の検査中に
撮影された内視鏡画像の個数の情報が含まれる。
【００６４】
　一方、Ｓ１１０の判定結果がＮｏの場合、ＣＰＵ２０６は、転送が完了していない内視
鏡画像の転送を行う（Ｓ１１２）。なお、ここで転送される内視鏡画像には、予約検査識
別番号「Ａ」と実施検査識別番号「α」が付帯される。
【００６５】
　Ｓ１１１又はＳ１１２の後、ＣＰＵ２０６は、再び、内視鏡部門サーバ３１から送信さ
れる予約検査識別番号「Ａ」を含む予約検査情報を、院内ネットワーク１０及びネットワ
ークＩ／Ｆ２０９を介して取得したか否かを判定する（Ｓ１１３）。
【００６６】
　なお、再び、内視鏡部門サーバ３１から予約検査識別番号「Ａ」を含む予約検査情報を
取得する場合とは、例えば、予約検査識別番号「Ａ」の予約検査に応じた検査として実施
された実施検査識別番号「α」の検査が終了した後、医師が、予約検査識別番号「Ａ」の
予約検査に応じた検査として追加検査（内視鏡画像の追加撮影等）が必要と判断した場合
である。この場合は、その医師が、内視鏡検査室に設けられている内視鏡部門クライアン
ト３２を介して、予約検査識別番号「Ａ」を含む予約検査情報の再送信を内視鏡部門サー
バ３１に依頼し、それに応じて、内視鏡部門サーバ３１からビデオシステムセンター２０
へ予約検査識別番号「Ａ」を含む予約検査情報が再送信される。
【００６７】
　Ｓ１１３の判定結果がＹｅｓの場合、ＣＰＵ２０６は、予約検査識別番号「Ａ」の予約
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検査に応じた検査（追加検査）が開始したか否かを判定する（Ｓ１１４）。
【００６８】
　一方、Ｓ１１３の判定結果がＮｏの場合、又は、Ｓ１１４の判定結果がＮｏの場合、Ｃ
ＰＵ２０６は、メモリ２０７に記録されている、実施検査識別番号「α」の検査に関わる
情報がクリア済みであるか否かを判定する（Ｓ１１５）。
【００６９】
　Ｓ１１５の判定結果がＹｅｓの場合には処理がＳ１１３へ戻り、Ｓ１１５の判定結果が
Ｎｏの場合には処理がＳ１１０へ戻る。
【００７０】
　一方、Ｓ１１４の判定結果がＹｅｓの場合は、図５に示したように、ＣＰＵ２０６が、
Ｓ１１４で開始した検査（追加検査）を識別するための検査識別番号（実施検査識別番号
）を発行（生成）し、その実施検査識別番号と予約検査識別番号「Ａ」とを関連（対応）
付ける（Ｓ１１６）。本実施形態では、説明の便宜ため、Ｓ１１６で発行された実施検査
識別番号を「β」とする。これにより、Ｓ１１４で開始した検査は、予約検査識別番号が
「Ａ」で且つ実施検査識別番号が「β」の検査であると言うこともできる。なお、Ｓ１１
４で開始した検査は、第２の実施検査の一例であり、実施検査識別番号「β」は、第２の
実施検査識別情報の一例である。
【００７１】
　次に、ＣＰＵ２０６は、Ｓ１１６で関連付けされた予約検査識別番号「Ａ」と実施検査
識別番号「β」とを含む検査開始情報を、ネットワークＩ／Ｆ２０９及び院内ネットワー
ク１０を介して内視鏡部門サーバ３１へ送信する（Ｓ１１７）。
【００７２】
　次に、ＣＰＵ２０６は、Ｓ１０５と同様に、内視鏡画像の撮影及び転送を行う（Ｓ１１
８）。なお、ここで転送される内視鏡画像には、予約検査識別番号「Ａ」と実施検査識別
番号「β」が付帯される。
【００７３】
　次に、ＣＰＵ２０６は、Ｓ１１４で開始した検査（実施検査識別番号「β」の検査）が
終了したか否かを判定する（Ｓ１１９）。
【００７４】
　Ｓ１１９の判定結果がＮｏの場合は、処理がＳ１１８へ戻る。
　一方、Ｓ１１９の判定結果がＹｅｓの場合、ＣＰＵ２０６は、Ｓ１１４で検査が開始し
てからＳ１１９で検査が終了するまでの間（実施検査識別番号「β」の検査中）に、Ｓ１
１８で撮影された内視鏡画像の個数の情報を、Ｓ１１６で関連付けされた予約検査識別番
号「Ａ」と実施検査識別番号「β」に更に関連付けて、メモリ２０７に記録する（Ｓ１２
０）。
【００７５】
　次に、ＣＰＵ２０６は、Ｓ１２０で関連付けされて記録された、予約検査識別番号「Ａ
」、実施検査識別番号「β」、及び実施検査識別番号「β」の検査中に撮影された内視鏡
画像の個数の情報を含む検査終了情報を、ネットワークＩ／Ｆ２０９及び院内ネットワー
ク１０を介して内視鏡部門サーバ３１へ送信する（Ｓ１２１）。
【００７６】
　次に、ＣＰＵ２０６は、実施検査識別番号「α」の検査中に撮影された内視鏡画像の、
内視鏡部門サーバ３１への転送が完了しているか否かを判定する（Ｓ１２２）。
【００７７】
　Ｓ１２２の判定結果がＮｏの場合、ＣＰＵ２０６は、転送が完了していない、実施検査
識別番号「α」の検査中に撮影された内視鏡画像の転送を行い（Ｓ１２３）、処理がＳ１
２２へ戻る。なお、Ｓ１２３で転送される内視鏡画像には、予約検査識別番号「Ａ」と実
施検査識別番号「α」が付帯される。
【００７８】
　一方、Ｓ１２２の判定結果がＹｅｓの場合、ＣＰＵ２０６は、メモリ２０７に記録され



(13) JP 6354000 B1 2018.7.4

10

20

30

40

50

ている、実施検査識別番号「α」の検査に関わる情報をクリアする（Ｓ１２４）。
【００７９】
　次に、ＣＰＵ２０６は、実施検査識別番号「β」の検査中に撮影された内視鏡画像の、
内視鏡部門サーバ３１への転送が完了しているか否かを判定する（Ｓ１２５）。
【００８０】
　Ｓ１２５の判定結果がＮｏの場合、ＣＰＵ２０６は、転送が完了していない、実施検査
識別番号「β」の検査中に撮影された内視鏡画像の転送を行い（Ｓ１２６）、処理がＳ１
２５へ戻る。なお、Ｓ１２６で転送される内視鏡画像には、予約検査識別番号「Ａ」と実
施検査識別番号「β」が付帯される。
【００８１】
　一方、Ｓ１２５の判定結果がＹｅｓの場合、ＣＰＵ２０６は、メモリ２０７に記録され
ている、実施検査識別番号「β」の検査に関わる情報をクリアし（Ｓ１２７）、処理が終
了する。なお、実施検査識別番号「β」の検査に関わる情報には、Ｓ１２０で関連付けさ
れて記録された、予約検査識別番号「Ａ」、実施検査識別番号「β」、及び実施検査識別
番号「β」の検査中に撮影された内視鏡画像の個数の情報が含まれる。
【００８２】
　一方、図４のＳ１０６の判定結果がＹｅｓの場合は、図６に示したように、ＣＰＵ２０
６が、内視鏡用プロセッサ２１と内視鏡部門サーバ３１との間の院内ネットワーク１０（
ＮＷ）が接続されているか否かを判定する（Ｓ１２８）。この判定は、例えば、図４のＳ
１０６と同様に、ＣＰＵ２０６が、ネットワークＩ／Ｆ２０９及び院内ネットワーク１０
を介して内視鏡部門サーバ３１と通信できるか否かを判定することによって行われる。
【００８３】
　Ｓ１２８の判定結果がＹｅｓの場合、ＣＰＵ２０６は、予約検査識別番号「Ａ」と、実
施検査識別番号「α」の検査状態が検査中であることを示す情報とを含む情報を、ネット
ワークＩ／Ｆ２０９及び院内ネットワーク１０を介して内視鏡部門サーバ３１へ送信し（
Ｓ１２９）、処理が図４のＳ１０６へ戻る。
【００８４】
　一方、Ｓ１２８の判定結果がＮｏの場合、ＣＰＵ２０６は、内視鏡画像の撮影指示が行
われたか否かを判定する（Ｓ１３０）。この判定は、例えば、スコープ２２が備える操作
部に含まれるレリーズボタンが操作されたか否かをＣＰＵ２０６が検出することによって
行われる。
【００８５】
　Ｓ１３０の判定結果がＹｅｓの場合、ＣＰＵ２０６は、スコープ２２により撮像され内
視鏡画像生成回路２０１により生成されて内視鏡画像処理回路２０２により処理された内
視鏡画像を記録媒体２０４に記録（ローカル保存）する（Ｓ１３１）。
【００８６】
　一方、Ｓ１３０の判定結果がＮｏの場合、又は、Ｓ１３１の後、ＣＰＵ２０６は、図４
のＳ１０２で開始した検査（実施検査識別番号「α」の検査）が終了したか否かを判定す
る（Ｓ１３２）。
【００８７】
　Ｓ１３２の判定結果がＮｏの場合は、処理がＳ１２８へ戻る。
　一方、Ｓ１３２の判定結果がＹｅｓの場合、ＣＰＵ２０６は、Ｓ１０２で検査が開始し
てからＳ１３２で検査が終了するまでの間（実施検査識別番号「α」の検査中）に、Ｓ１
０５で撮影された内視鏡画像とＳ１３０での撮影指示に応じて撮影された内視鏡画像の合
計個数の情報を、図４のＳ１０３で関連付けされた予約検査識別番号「Ａ」と実施検査識
別番号「α」に更に関連付けて、メモリ２０７に記録する（Ｓ１３３）。
【００８８】
　次に、ＣＰＵ２０６は、内視鏡用プロセッサ２１と内視鏡部門サーバ３１との間の院内
ネットワーク１０が接続されているか否かを判定する（Ｓ１３４）。
【００８９】
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　Ｓ１３４の判定結果がＮｏの場合は、Ｓ１３４の判定を繰り返す。
　一方、Ｓ１３４の判定結果がＹｅｓの場合、ＣＰＵ２０６は、後述する図８のＳ２１７
で行われる内視鏡部門サーバ３１からの問い合わせに対する応答として、Ｓ１３３で関連
付けされて記録された、予約検査識別番号「Ａ」、実施検査識別番号「α」、及び実施検
査識別番号「α」の検査中に撮影された内視鏡画像の個数の情報を含む情報を、ネットワ
ークＩ／Ｆ２０９及び院内ネットワーク１０を介して内視鏡部門サーバ３１へ送信し（Ｓ
１３５）、処理がＳ１１０へ進む。なお、このときの内視鏡部門サーバ３１からの問い合
わせでは、予約検査識別番号「Ａ」の予約検査に応じた検査として実施された実施検査識
別番号「α」の検査中に撮影された内視鏡画像の個数の問い合わせが行われる。
【００９０】
　内視鏡部門システム３０で実行される処理では、図７に示したように、まず、内視鏡部
門サーバ３１のＣＰＵ３０１が、予約検査識別番号「Ａ」を含む予約検査情報を、ネット
ワークＩ／Ｆ３０３及び院内ネットワーク１０を介して内視鏡用プロセッサ２１へ送信す
る（Ｓ２０１）。なお、予約検査識別番号「Ａ」を含む予約検査情報は、前述のとおり、
予め内視鏡部門システム３０で設定された、予約検査識別番号「Ａ」の予約検査に関わる
情報である。
【００９１】
　次に、ＣＰＵ３０１は、前述の図４のＳ１０４で内視鏡用プロセッサ２１から送信され
た検査開始情報（予約検査識別番号「Ａ」及び実施検査識別番号「α」を含む）を、院内
ネットワーク１０及びネットワークＩ／Ｆ３０３を介して受信する（Ｓ２０２）。
【００９２】
　次に、ＣＰＵ３０１は、前述の図４のＳ１０５で内視鏡用プロセッサ２１から転送され
た内視鏡画像を、院内ネットワーク１０及びネットワークＩ／Ｆ３０３を介して受信する
（Ｓ２０３）。なお、受信された内視鏡画像は、大容量記録装置３０２に記録される。
【００９３】
　次に、ＣＰＵ３０１は、内視鏡部門サーバ３１と内視鏡用プロセッサ２１との間の院内
ネットワーク１０（ＮＷ）が切断されているか否かを判定する（Ｓ２０４）。この判定は
、例えば、ＣＰＵ３０１が、ネットワークＩ／Ｆ３０３及び院内ネットワーク１０を介し
て内視鏡用プロセッサ２１と通信できるか否かを判定することによって行われる。
【００９４】
　Ｓ２０４の判定結果がＮｏの場合、ＣＰＵ３０１は、前述の図４のＳ１０９で内視鏡用
プロセッサ２１から送信された検査終了情報（予約検査識別番号「Ａ」、実施検査識別番
号「α」、及び実施検査識別番号「α」の検査中に撮影された内視鏡画像の個数の情報を
含む）を、院内ネットワーク１０及びネットワークＩ／Ｆ３０３を介して受信する（Ｓ２
０５）。
【００９５】
　次に、ＣＰＵ３０１は、実施検査識別番号「α」の検査中に撮影された内視鏡画像の受
信が完了しているか否かを判定する（Ｓ２０６）。この判定は、例えば、Ｓ２０３で受信
された内視鏡画像の個数と、Ｓ２０５で受信された検査終了情報又は後述する図８のＳ２
１８で受信された情報から取得された内視鏡画像の個数とが一致するか否かに基づいて行
われる。
【００９６】
　Ｓ２０６の判定結果がＮｏの場合、ＣＰＵ３０１は、受信が完了してない、実施検査識
別番号「α」の検査中に撮影された内視鏡画像の受信を行う（Ｓ２０７）。なお、受信さ
れた内視鏡画像は、大容量記録装置３０２に記録される。
【００９７】
　一方、Ｓ２０６の判定結果がＹｅｓの場合、又は、Ｓ２０７の後、ＣＰＵ３０１は、予
約検査識別番号「Ａ」を含む予約検査情報の再送信を行ったか否かを判定する（Ｓ２０８
）。なお、この再送信は、前述のとおり、医師が、内視鏡検査室に設けられている内視鏡
部門クライアント３２を介して、予約検査識別番号「Ａ」を含む予約検査情報の再送信を
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内視鏡部門サーバ３１に依頼したこと等に応じて行われる。
【００９８】
　Ｓ２０８の判定結果がＮｏの場合は、処理がＳ２０６へ戻る。
　一方、Ｓ２０８の判定結果がＹｅｓの場合、ＣＰＵ３０１は、前述の図５のＳ１１７で
内視鏡用プロセッサ２１から送信される検査開始情報（予約検査識別番号「Ａ」及び実施
検査識別番号「β」を含む）を、院内ネットワーク１０及びネットワークＩ／Ｆ３０３を
介して受信したか否かを判定する（Ｓ２０９）。
【００９９】
　Ｓ２０９の判定結果がＮｏの場合は、処理がＳ２０６へ戻る。
　一方、Ｓ２０９の判定結果がＹｅｓの場合、ＣＰＵ３０１は、前述の図５のＳ１１８で
内視鏡用プロセッサ２１から転送された内視鏡画像を、院内ネットワーク１０及びネット
ワークＩ／Ｆ３０３を介して受信する（Ｓ２１０）。なお、受信された内視鏡画像は、大
容量記録装置３０２に記録される。
【０１００】
　次に、ＣＰＵ３０１は、前述の図５のＳ１２１で内視鏡用プロセッサ２１から送信され
た検査終了情報（予約検査識別番号「Ａ」、実施検査識別番号「β」、及び実施検査識別
番号「β」の検査中に撮影された内視鏡画像の個数の情報を含む）を、院内ネットワーク
１０及びネットワークＩ／Ｆ３０３を介して受信する（Ｓ２１１）。
【０１０１】
　次に、ＣＰＵ３０１は、Ｓ２０５で受信された検査終了情報又は後述する図８のＳ２１
８で受信された情報から取得された内視鏡画像の個数（実施検査識別番号「α」の検査中
に撮影された内視鏡画像の個数）と、Ｓ２１１で受信された検査終了情報から取得された
内視鏡画像の個数（実施検査識別番号「β」の検査中に撮影された内視鏡画像の個数）と
を合計し、その合計個数と、Ｓ２０３、Ｓ２０７、及びＳ２１０で受信された内視鏡画像
の合計個数とが一致するか否かを判定する（Ｓ２１２）。
【０１０２】
　Ｓ２１２の判定結果がＮｏの場合、ＣＰＵ３０１は、受信が完了してない内視鏡画像（
実施検査識別番号「α」及び「β」の一方又は両方の検査中に撮影された内視鏡画像）の
受信を行い（Ｓ２１３）、処理がＳ２１２へ戻る。なお、Ｓ２１３で受信された内視鏡画
像は、大容量記録装置３０２に記録される。
【０１０３】
　一方、Ｓ２１２の判定結果がＹｅｓの場合、ＣＰＵ３０１は、予約検査識別番号「Ａ」
の予約検査に応じた検査として実施された検査（実施検査識別番号「α」の検査及び実施
検査識別番号「β」の検査）に関わる検査レポート（検査結果等の情報を含む）を作成し
（２１４）、処理が終了する。なお、Ｓ２１４で作成された検査レポートは、大容量記録
装置３０２に記録される。このように、内視鏡部門サーバ３１では、対応付けられた予約
検査識別番号「Ａ」と実施検査識別番号「α」や、対応付けられた予約検査識別番号「Ａ
」と実施検査識別番号「β」等に基づいて、予約検査識別番号「Ａ」の予約検査に関わる
検査結果等が管理される。
【０１０４】
　一方、Ｓ２０４の判定結果がＹｅｓの場合は、図８に示したように、ＣＰＵ３０１が、
内視鏡部門サーバ３１と内視鏡用プロセッサ２１との間の院内ネットワーク１０（ＮＷ）
が接続されているか否かを判定する（Ｓ２１５）。この判定は、例えば、図７のＳ２０４
と同様に、ＣＰＵ３０１が、ネットワークＩ／Ｆ３０３及び院内ネットワーク１０を介し
て内視鏡用プロセッサ２１と通信できるか否かを判定することによって行われる。
【０１０５】
　Ｓ２１５の判定結果がＮｏの場合は、Ｓ２１５の判定を繰り返す。
　一方、Ｓ２１５の判定結果がＹｅｓの場合、ＣＰＵ３０１は、前述の図６のＳ１２９で
内視鏡用プロセッサ２１から送信される情報（予約検査識別番号「Ａ」、及び実施検査識
別番号「α」の検査状態が検査中であることを示す情報を含む）を、院内ネットワーク１
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０及びネットワークＩ／Ｆ３０３を介して受信したか否かを判定する（Ｓ２１６）。
【０１０６】
　Ｓ２１６の判定結果がＹｅｓの場合は、処理が図７のＳ２０４へ戻る。
　一方、Ｓ２１６の判定結果がＮｏの場合、ＣＰＵ３０１は、予約検査識別番号「Ａ」の
予約検査に応じた検査として実施された実施検査識別番号「α」の検査中に撮影された内
視鏡画像の個数を、内視鏡用プロセッサ２１に対して問い合わせる（Ｓ２１７）。
【０１０７】
　次に、ＣＰＵ３０１は、Ｓ２１７の問い合わせに対する応答として、前述の図６のＳ１
３５で内視鏡用プロセッサ２１から送信される情報（予約検査識別番号「Ａ」、実施検査
識別番号「α」、及び実施検査識別番号「α」の検査中に撮影された内視鏡画像の個数の
情報を含む）を受信し（Ｓ２１８）、処理が図７のＳ２０６へ戻る。
【０１０８】
　このような図４乃至図８を用いて説明した内視鏡検査処理によれば、予約検査に応じた
検査として実施される検査毎に実施検査識別番号が発行され（図４のＳ１０３、図５のＳ
１１６参照）、それぞれの検査終了時には、予約検査識別番号、当該検査の実施検査識別
番号、当該検査中に撮影された内視鏡画像の個数の情報を含む検査終了情報がビデオシス
テムセンター２０から内視鏡部門システム３０へ送信されるようになる（図４のＳ１０９
、図５のＳ１２１参照）。これにより、内視鏡部門システム３０では、それぞれの検査終
了時に送信された検査終了情報から取得された内視鏡画像の個数を合計することによって
、予約検査に応じた検査として実施された検査において撮影された内視鏡画像の合計数を
認識することができる（図７のＳ２１２参照）。
【０１０９】
　また、検査中にビデオシステムセンター２０と内視鏡部門システム３０との間の院内ネ
ットワーク１０が切断され、その後、その院内ネットワーク１０が接続された場合には、
検査終了情報の送信が行われない場合があるが、この場合には、その院内ネットワーク１
０が接続された時点で、内視鏡部門システム３０からビデオシステムセンター２０に対し
、その検査で撮影された内視鏡画像の個数が問い合わせられるようになるので、内視鏡部
門システム３０では、その内視鏡画像の個数を認識することができる（図６のＳ１３５、
図８のＳ２１７、Ｓ２１８参照）。
【０１１０】
　なお、ビデオシステムセンター２０では、検査中に内視鏡部門システム３０との間の院
内ネットワーク１０が切断され、その後、その院内ネットワーク１０が接続された場合に
は、その検査中に撮影された内視鏡画像の、内視鏡部門システム３０への転送が完了する
まで、その検査に関わる情報はクリアされない（図４のＳ１１０及びＳ１１１参照）。こ
れは、検査中に内視鏡部門システム３０との間の院内ネットワーク１０が切断された場合
には、その院内ネットワーク１０が接続されるまでの間、その検査に関わる情報がクリア
されないことでもある。
【０１１１】
　以上のように、本実施形態に係る医療システム１によれば、予約検査に応じた検査が実
施された後、その予約検査に応じた検査として追加検査が実施された場合や、検査中に院
内ネットワーク１０の切断、接続が行われた場合であっても、予約検査に応じた検査とし
て実施された検査において撮影された内視鏡画像の合計数を認識することができる。
【０１１２】
　なお、医療システム１においては、次のような変形を行ってもよい。
　例えば、検査中にスコープ２２の交換が行われて検査が中断、再開される場合を想定し
、中断前と再開後の検査により撮影された内視鏡画像の合計数を認識できるように、図４
乃至図８に示した内視鏡検査処理を変更するようにしてもよい。この場合は、図４乃至図
８に示した内視鏡検査処理において、例えば、中断前の検査が実施検査識別番号「α」の
検査として扱われ、再開後の検査が実施検査識別番号「β」の検査として扱われるように
、処理が変更される。より詳しくは、例えば、図４のＳ１０６の判定結果がＮｏの場合に



(17) JP 6354000 B1 2018.7.4

10

20

30

40

50

、スコープ２２の交換が行われたか否かを判定するステップを新たに設け、その判定結果
がＹｅｓの場合には、検査終了としてＳ１０８へ進み、その判定結果がＮｏの場合にはＳ
１０７へ進むように変更される。また、図４のＳ１１３で再取得される予約検査情報は、
検査再開のために医師の依頼に応じて内視鏡部門サーバ３１から再送信される予約検査情
報になる等の変更がなされる。
【０１１３】
　また、例えば、医療システム１は、内視鏡検査処理として、更に次のような処理を実行
してもよい。図９は、その処理の一例を示すフローチャートである。
【０１１４】
　図９に示したように、本処理では、まず、内視鏡部門サーバ３１（ＣＰＵ３０１）が、
内視鏡用プロセッサ２１からの検査終了情報を受信済みであるか否かを判定する（Ｓ３０
１）。なお、検査終了情報は、前述のとおり、予約検査識別番号、実施検査識別番号、及
びその実施検査識別番号の検査中に撮影された内視鏡画像の個数（内視鏡画像数）の情報
を含む。
【０１１５】
　Ｓ３０１の判定結果がＹｅｓの場合、内視鏡部門サーバ３１は、取得した内視鏡画像数
と、同一実施検査識別番号（又は、同一予約検査識別番号及び同一実施検査識別番号）が
付帯されている受信済みの内視鏡画像の個数とが一致しているか否かを判定する（Ｓ３０
２）。
【０１１６】
　Ｓ３０２の判定結果がＮｏの場合、内視鏡部門サーバ３１は、検査中に撮影された内視
鏡画像を内視鏡用プロセッサ２１から受信し（Ｓ３０３）、処理がＳ３０２へ戻る。なお
、Ｓ３０３で受信される内視鏡画像には、予約検査識別番号及び実施検査識別番号の他、
当該内視鏡画像を識別するための画像識別情報等も付帯されている。
【０１１７】
　一方、Ｓ３０２の判定結果がＹｅｓの場合、内視鏡部門サーバ３１は、同一予約検査識
別番号であって且つステータスが未完了の検査が存在するか否かを判定する（Ｓ３０４）
。
【０１１８】
　Ｓ３０４の判定結果がＹｅｓの場合は、処理がＳ３０１へ戻る。
　一方、Ｓ３０４の判定結果がＮｏの場合、内視鏡部門サーバ３１は、同一予約検査識別
番号の検査が複数存在するか否かを判定する（Ｓ３０５）。なお、同一予約検査識別番号
の検査が複数存在する場合とは、予約検査識別番号が同一であって且つ実施検査識別番号
が異なる検査が複数存在する場合である。
【０１１９】
　Ｓ３０５の判定結果がＹｅｓの場合、内視鏡部門サーバ３１は、同一予約検査識別番号
の複数の検査に関わる内視鏡画像数を合算する（Ｓ３０６）。
【０１２０】
　一方、Ｓ３０５の判定結果がＮｏの場合、又は、Ｓ３０６の後は、処理が終了する。
　一方、Ｓ３０１の判定結果がＮｏの場合、内視鏡部門サーバ３１は、当該内視鏡部門サ
ーバ３１と内視鏡用プロセッサ２１との間の院内ネットワーク１０（ＮＷ）が接続されて
いるか否かを判定する（Ｓ３０７）。
【０１２１】
　Ｓ３０７の判定結果がＮｏの場合、内視鏡部門サーバ３１は、ステータスが強制的に検
査終了にされているか否かを判定する（Ｓ３０８）。なお、内視鏡部門サーバ３１では、
例えば、内視鏡用プロセッサ２１との間で所定時間以上、通信ができなくなると、ステー
タスが強制的に検査終了にされる。
【０１２２】
　Ｓ３０８の判定結果がＮｏの場合には、処理がＳ３０７へ戻る。
　一方、Ｓ３０８の判定結果がＹｅｓの場合には、処理が終了する。
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【０１２３】
　一方、Ｓ３０７の判定結果がＹｅｓの場合、内視鏡部門サーバ３１は、内視鏡用プロセ
ッサ２１から検査開始情報を受信済みであるか否かを判定する（Ｓ３０９）。なお、検査
開始情報は、前述のとおり、予約検査識別番号及び実施検査識別番号の情報を含む。
【０１２４】
　Ｓ３０９の判定結果がＹｅｓの場合、内視鏡部門サーバ３１は、同一実施検査識別番号
の検査中（又は、同一予約検査識別番号及び同一実施検査識別番号の検査中）に撮影され
た内視鏡画像の個数（内視鏡画像数）を、内視鏡用プロセッサ２１に問い合わせる（Ｓ３
１０）。
【０１２５】
　次に、内視鏡部門サーバ３１は、その問い合わせに対する応答として、その内視鏡画像
数を内視鏡用プロセッサ２１から取得したか否かを判定する（Ｓ３１１）。
【０１２６】
　Ｓ３１１の判定結果がＹｅｓの場合は、処理がＳ３０２へ進む。
　一方、Ｓ３１１の判定結果がＮｏの場合、内視鏡部門サーバ３１は、検査中に撮影され
た内視鏡画像を全て受信済み、又は、検査中に撮影された内視鏡画像は無いと判断し（Ｓ
３１２）、処理がＳ３０４へ進む。
【０１２７】
　一方、Ｓ３０９の判定結果がＮｏの場合、内視鏡部門サーバ３１は、検査中に撮影され
た内視鏡画像の受信履歴が有るか否かを判定する（Ｓ３１３）。なお、受信された内視鏡
画像には、予約検査識別番号及び実施検査識別番号の他、当該内視鏡画像を識別するため
の画像識別情報等も付帯されている。
【０１２８】
　Ｓ３１３の判定結果がＹｅｓの場合は、処理がＳ３１０へ進む。
　一方、Ｓ３１３の判定結果がＮｏの場合、内視鏡用プロセッサ２１（ＣＰＵ２０６）は
、検査中に撮影された未転送の内視鏡画像が有るか否かを判定する（Ｓ３１４）。
【０１２９】
　Ｓ３１４の判定結果がＹｅｓの場合、内視鏡用プロセッサ２１は、その未転送の内視鏡
画像の転送を行い、内視鏡部門サーバ３１は、その内視鏡画像を受信し（Ｓ３１５）、処
理がＳ３１０へ進む。なお、受信された内視鏡画像には、予約検査識別番号及び実施検査
識別番号の他、当該内視鏡画像を識別するための画像識別情報等も付帯されている。
【０１３０】
　一方、Ｓ３１４の判定結果がＮｏの場合は、処理がＳ３１２へ進む。
　このような図９に示した処理によれば、例えば、検査開始情報の送信が行われた後であ
って検査終了情報の送信が行われる前に、院内ネットワーク１０が切断され、その後、そ
れが接続された場合には（Ｓ３０９がＹｅｓを参照）、検査中に撮影された内視鏡画像数
の問い合わせが行われるようになる（Ｓ３１０参照）。そして、その問い合わせに対する
応答として、内視鏡画像数が取得されなかった場合には（Ｓ３１１がＮｏを参照）、検査
中に撮影された内視鏡画像を全て受信済み、又は、検査中に撮影された内視鏡画像は無い
とみなされて（Ｓ３１２を参照）、内視鏡画像数の合算が行われるようになる。従って、
このような場合であっても、予約検査に応じた検査として実施された検査において撮影さ
れた内視鏡画像の合計数を認識することができる。
【０１３１】
　以上、上述した実施形態は、発明の理解を容易にするために本発明の具体例を示したも
のであり、本発明は上述の実施形態に限定されるものではない。本発明は、特許請求の範
囲に規定された本発明の思想を逸脱しない範囲において、さまざまな変形、変更が可能で
ある。
【符号の説明】
【０１３２】
１　　　　　医療システム



(19) JP 6354000 B1 2018.7.4

10

20

30

１０　　　　院内ネットワーク
２０　　　　ビデオシステムセンター
２１　　　　内視鏡用プロセッサ
２２　　　　スコープ
２３　　　　観察モニタ
３０　　　　内視鏡部門システム
３１　　　　内視鏡部門サーバ
３２　　　　内視鏡部門クライアント
２０１　　　内視鏡画像生成回路
２０２　　　内視鏡画像処理回路
２０３　　　メモリ
２０４　　　記録媒体
２０５　　　映像出力回路
２０６　　　ＣＰＵ
２０７　　　メモリ
２０８　　　プログラム記録用メモリ
２０９　　　ネットワークＩ／Ｆ
３０１　　　ＣＰＵ
３０２　　　大容量記録装置
３０３　　　ネットワークＩ／Ｆ
３０４　　　出力Ｉ／Ｆ
３０５　　　記録装置
３０６　　　入力Ｉ／Ｆ
３０７　　　バス
【要約】
　プロセッサは、予め設定された予約検査を識別するための予約検査識別情報が外部管理
装置から入力される入力部と、予約検査に応じた検査として実施される第１の実施検査を
識別するための第１の実施検査識別情報の生成、及び、その予約検査に応じた検査として
第１の実施検査の後に行われる第２の実施検査を識別するための第２の実施検査識別情報
の生成、を行う実施検査識別情報生成部と、予約検査識別情報と第１の実施検査識別情報
の対応付け、及び、予約検査識別情報と第２の実施検査識別情報の対応付け、を行う対応
付け部と、対応付けられた予約検査識別情報と第１の実施検査識別情報の出力、及び、対
応付けられた予約検査識別情報と第２の実施検査識別情報の出力、を行う出力部とを備え
る。
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